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プロフィール■

「女性×はたらく」がテーマ

・女性の雇用創出／就労促進
・女性のリーダー育成
・女性のキャリア形成支援

1995年 日本経済新聞社入社
2000年 配偶者の転勤でシンガポールへ
2005年 帰国後、株式会社リクルート入社
2013年～15年 株式会社リクルートジョブズ執行役員
2015年～16年 株式会社リクルートホールディングス

「子育てしながら働きやすい世の中をつくるiction!」
2016年8月～ 岩手県釜石市地方創生アドバイザー
2017年3月株式会社 Will Lab 設立

2019年9月～ 内閣府男女共同参画推進連携会議 有識者議員

小安 美和／株式会社Will Lab代表
• 内閣府男女共同参画推進連携会議 有識者議員（2019年～現在）
• W20日本デレゲート(2021～23）
• 地域からジェンダー平等研究会メンバー
• 株式会社インフォバーン社外取締役
• 株式会社ラポールヘア・グループ社外取締役
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出展：（総務省 H26年版情報通信白書より）

少子高齢化／生産年齢人口の減少
 労働力不足が企業成長の足かせとなる
 企業側も労働力確保の工夫必須（多様な人材の採用×DX等による生産性向上）

※参考： H26年版情報通信白書より
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働きたくても働けていない女性315万人／428万人
出産・育児のため105万人／適当な仕事がありそうにない97万人
健康上の理由 38万人／介護・看護のため 16万人

（総務省 H26年版情報通信白書／（出典）総務省「労働力調査」（平成25年）より作成）

※参考： H26年版情報通信白書より
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2015年、”育児×はたらく”プロジェクト立ち上げ
リクルートにて「子育てしながら働きやすい世の中を、共に創る。」
をゴールに求人開発／両立支援サービス開発促進プロジェクト

「子育てしながら働きやすい世の中を、共に創る。」
というゴールを目指し、以下３つのテーマを中心に
チャレンジしてまいります。

1. 妊娠・出産で辞めなくてすむ
2. 育児と仕事の両立によるストレスを減らす
3. 無理なく始められる仕事をつくる

・妊娠/出産から職場復帰まで応援するアプリ【カムバ！】
・マタニティマネジメントの基礎の習得を支援する
定期メール配信サービス【カムバ！ボス版】

・5分でわかる家計のみらい【みらい家計シミュレーション】
・「限られた時間で成果を出す」新しい働き方【ZIP WORK】
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都市部では、大手上場企業の”女性活躍” のニーズ拡大
2016年女性活躍推進法施行、2022年から101人以上も対象に
女性管理職育成／自律的キャリア形成支援プログラムを提供
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一方、地方では中小企業の人手不足解消が先行

宮城県気仙沼市

職場のジェンダーギャップ解消／

職場のジェンダーギャップ解消

女性の雇用創出／就労促進から、一部地域で
“ジェンダーギャップ解消”へシフトの兆し
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日本は、ジェンダーギャップ146か国中125位
経済分野でも格差（労働参画率、賃金格差、管理職比率など）

※出典：内閣府サイト
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地域で格差：都道府県版ジェンダーギャップ指数

三重県：政治9位/行政9位/教育15位/経済46位

出典：共同通信／地域からジェンダー平等委員会作成
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経済分野におけるジェンダーギャップの背景
「女性×はたらく」を阻む５つの壁

⑤社会規範
固定的な性別役割分担意識

昭和の家族モデルを前提とした社会保障制度／税制／企業の家族手当て

③ケアサービス（保育・学童／家事代行／介護）

量×質

④家庭
偏った家事・育児シェア

採用
育成・登用

①女性自身
経験とスキル不足

自信のなさ

②職場
長時間労働
働き方

ハラスメント

無意識の偏見

※Will Lab作成 無断転載禁止

↓
（高い非正規率／低い管理職比率➡男女賃金格差）
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人口減少を乗り越える兵庫県豊岡市の取り組み事例
ジェンダーギャップ解消戦略の策定

「豊岡メソッド人口減少を乗り越える本気の地域再生手法」（日本経済新聞出版社）
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ジェンダーギャップ解消戦略の策定
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出展：豊岡市ホームページ

男性の回復率は52.2%なのに対し、女性はわずか26.7%

取り組みの背景：「若者回復率」
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取り組みの背景：「仕事がない」は本当か

｢長男にしか『帰って来
い』と言わない親、女性を
男性の補佐的な労働力とし
てしか見てこなかった企業、
男性しか参加しない地域の
会合……。豊岡市は『女は
黙っていろ』とでも言わん
ばかりの『男社会』でした。
女性たちから選ばれないの
は当然です｣（中貝さん）

女性に選ばれない理由
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2018年度に「目指す将来像」と戦略を策定

地域連携でワークイノベーション推進

豊岡市役所サイトより
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商工会議所会頭が会長に
2018年、市内事業所16社でワークイノベーション推進会議を組成

地域連携でワークイノベーション推進

豊岡市役所サイトより
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現在109社が参画、経営者セミナー、事例共有会を開催

地域連携でワークイノベーション推進

豊岡市役所サイトより
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経営者、人事担当者、管理職、女性従業員の階層別ワークショップ

地域連携でワークイノベーション推進

豊岡市役所サイトより
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「女性も働きやすく、働きがいのある事業所」の表彰

地域連携でワークイノベーション推進

豊岡市役所サイトより

2019年～2022年度：調査実施 24社（延べ36社）
女性、男性、全従業員の2/3が

働きやすく、働きがいがあると回答した企業 17社
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豊岡市役所サイトより

地域連携でワークイノベーション推進

ジェンダー、ジェネレーションごとに意識調査
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地域連携でワークイノベーション推進
働きやすさだけでなく、働きがいも

豊岡市役所サイトより
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女性マネジメントセミナー／豊岡みらいチャレンジ塾など
女性のマインドセット、スキルセット＋ネットワーク構築支援

地域連携でワークイノベーション推進

豊岡市役所ご提供
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ジェンダーギャップ解消で、新卒女性採用に成功

厚労省「働き方改革特設サイト」より

製造業「中田工芸」の取り組み
①残業削減、②ペアレント休暇導入、③ジェンダーギャップ解消
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女性も男性も、若者も高齢者も働きやすい地域に向けて

ワークライフバランスからワークイノベーションへ

多様な働き方を実現するために
人事制度、評価制度のアップデート／無意識の偏見の学習の必要性も
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女性も男性も、若者も高齢者も働きやすい地域に向けて

来るべき未来を受け止め、
女性も男性も、そのひとが生まれ持つ能力意欲を活かされる地域に

RESASより

ジェンダー、ジェネレーションを越えて
働きやすさ×働きがいのある雇用の創出を
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